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筆を担当  2015 年 3 月 18 日  

８）農研機構  NARO Research  Pr ize  Specia l  Ⅱ  

  大規模農地で適用可能な土壌凍結深制御による野良イモ対策技術  

  廣田知良  岩田幸良  井上聡  臼木一英  2016 年 9 月 28 日   

９）日本土壌肥料学会北海道支部会ポスター賞   

水稲出穂晩限メッシュ図の作成と気象変動対応型栽培への活用  



三浦周  藤倉潤治  濱嵜孝弘  廣田知良  丹野久  2016 年 11 月 29 日  

 

その他、業績２９）は以下の IPCC 第５次報告書で引用されている。  

F la to ,  Gregory  and Marotzke ,  Jochem and Abiodun,  Babatunde and Braconnot ,  Pascale  

and Chou,  Sin  Chan and Col l ins ,  Wil l iam J .  and Cox,  Peter  and  Dr iouech,  Fat ima and 

Emor i ,  Se i ta  and Eyr ing,  Veronika and Fores t ,  Chr is  and Gleckler,  Pe ter  and  Gui lyard i ,  

Er ic  and Jakob,  Chr is t ian  and Kat tsov,  Vladimir  and Reason,  Chr is  and Rummukaines ,  

Markku (2013)  Evaluat ion  of  Cl imate  Models .  In:  Cl imate  Change 2013:  The Physical  

Science Basis .  Contr ibut ion  of  Working  Group I  to  the Fi f th  Assessment  Repor t  of  the 

In tergovernmenta l  Panel  on Cl imate  Change.  In :  Cl imate  Change 2013 Assessment  

Repor ts  of  IPCC,  5 .  Cambr idge  Univers i ty  Press .  pp.  741-866.  ISBN 9781107661820 

 

 
（４）特許 
１）  廣田知良，岩田幸良，鈴木伸治  

作物の生育方法  

出願番号：特開 2007-236290 

出願日：2006 年 3 月 9 日  特許登録日：2011 年 10 月 14 日  公開番号 4843338 

２）  長谷川益男，田中弘康，廣田知良，但野利秋  

融雪材  

出願番号：特願 2007-330495 

出願日： 2007年 12月 21日  特許登録日： 2013年 1月 22日  公開番号 5205659 

 

（５）外部資金獲得(科学研究費補助金，その他競争的資金，受託研究費など 代

表分) 
１） 2005～ 2007 年度  環境省地球環境保全試験研究費  代表  

「温暖化条件下の積雪・土壌凍結地帯の長期変動傾向の予測と農業に及ぼす影

響評価」３年間合計  ６千万円  

２） 2008～ 2010 年度  環境省地球環境総合研究推進費  代表  

「気候変動に対する寒地農業環境の脆弱性評価と積雪・土壌凍結制御による適

応策の開発」３年間  合計  ９千万円  

３） 2008～ 2009 年度  農林水産省委託プロジェクト  

地球温暖化が農林水産業に及ぼす影響評価と緩和及び適応技術の開発  

土地利用型作物における適応技術の開発  小課題  「寒地畑作地帯における雑

草化する野良イモ対策技術の開発と実証」代表  ２年間  合計  ５百万円  

４）2010～ 2012 年度  農林水産省「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事

業」代表「土壌凍結深制御手法による野良イモ対策技術の確立」  ３年間  合

計  ４千８百万円  



５） 2012～ 2013 年度  文部省科研費挑戦的萌芽研究  代表  

「北日本における時空間遠隔相関を適用した小麦の予測的リスク低減手法の創  

出」２年間合計  ３百２十万円  

６） 2013～ 2015 年度  文部省科研費基盤研究（ B）（一般）  代表  

「厳寒地冬季の気象条件における農業気象情報システムの構築と精緻化」代表   

３年間  合計  １千６百万円  

７） 2015～ 2 0 1 6 年 度  文 部 省 科 研 費 挑 戦 的 萌 芽 研 究  代 表   

  土 壌 凍 結 深 制 御 の 拡 張 に 関 す る 基 礎 的 研 究  ２ 年 間 合 計 ３ 百 万 （ 予 定 ） 

８） 2017～ 2019 年度  文部省科研費基盤研究（ C）（一般）  分担  

  温暖化による気温上昇を上回る寒地への高温性作物の急激な産地拡大の気象

的原因解析  ２ 年 間 合 計 ７ ０ 万 （ 予 定 ）  

９）2017～ 2019 年度  農林水産省  農林水産業・食品産業科学技術研究推進事  実

用技術開発ステージ  現場ニーズ対応型・重要施策対応型  代表  

  「土壌凍結深制御手法の高度化・理化学性改善技術への拡張と情報システムの

社会実装」  3 年間合計  ６千８百万  

 

（６）その他(招待講演など 委員など) 
招 待 講 演  

１ ） 北 海 道 ・ 道 東 地 方 の 土 壌 凍 結 深 の 減 少 傾 向 お よ び 農 業 へ の 影 響 . 2 0 0 7

年 度 日 本 気 象 学 会 秋 季 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム ( 2 0 0 7 )  

２ ） 廣 田 知 良 ,  積 雪 ・ 土 壌 凍 結 地 帯 に お け る 気 候 変 動 と 作 物 栽 培 へ の 影 響

評 価  地 球 温 暖 化 と 北 海 道 農 業  N P O北 海 道 グ リ ー ン テ ク ノ バ ン ク ,

日 本 気 象 協 会 主 催 ( 2 0 0 7 )  

３ ） 第 ２ ４ 回 北 方 圏 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 「 公 開 講 座 オ ホ ー ツ ク ～ ふ る さ と の

海 」 日 本 の 温 暖 化 の 実 態 と 北 海 道 農 業 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て ( 2 0 0 9 )  

４ ） 平 成 ２ ２ 年 度 気 象 講 演 会  今 年 の 猛 暑 か ら 学 ん だ こ と ～ 要 因 と そ の 影

響 ～ 札 幌 管 区 気 象 台 、日 本 気 象 学 会 北 海 道 支 部  天 候 が 及 ぼ す 北 海 道

農 業 へ の 影 響 ( 2 0 1 0 )  

５ ） 農 研 機 構 シ ン ポ ジ ウ ム 「 農 業 は 気 候 変 動 リ ス ク と ど う 向 き 合 え る  

の か ？  ―  新 た な 気 象 情 報 と 早 期 警 戒 シ ス テ ム の 将 来  ― 」 野 良 イ モ

を 防 ぐ － 十 勝 に お け る ジ ャ ガ イ モ の 雑 草 化 防 止 技 術 －  ( 2 0 1 0 )  

６ ） 日 本 農 業 工 学 会  第 ２ ７ 回 シ ン ポ ジ ウ ム ・ 日 本 学 術 会 議 公 開 シ ン ポ ジ

ウ ム 「 地 球 環 境 ・ 気 候 変 動 と 農 業 環 境 工 学 」 ( 2 0 1 1 )  

   北海道・十勝地方の気候変動と野良イモの問題および対策技術開発  

7） Tomoyoshi Hirota, Soil frost control: its application to volunteer potato management in a cold Re

gion. PMAC (Plant and Microbe Adaptation to the Cold) 2012, June 24-28, 2012 Hokkaido U

niversity in Sapporo, Japan (2012) 



８） 日本学術会議公開シンポジウム， 多元的共生を志向する農業環境システム設計科学－「農」 

のあるべき姿の創造― 気象・気候の克服と利用の目指すべき方向性-寒地を例として 

-(2013) 

９） GIS Day in 北海道 2013  酪農学園大学，雪割り・土壌凍結深制御による野良イモ対策 (2013) 

１０） 平成２６年度 日本農学シンポジウム「ここまで進んだ！ 飛躍する農学」 

北 海 道 発 の 気 候 変 動 適 応 策  － 雪 割 り 、 野 良 イ モ 対 策 、 土 壌 凍 結 深 制 御 －

(2014) 

１１） 北海道大大学サステナブルウィーク 北海道大学工学院主催, RECCA 北海道 北海道にお 

ける気候変動とその適応ワークショップ，―近年変化する降雨形態と防災について考える― 

北海道における近年の気象と農業について(2014)  

１２）日本農業気象学会北海道支部 2014 年大会, 公開シンポジウム 招待講演 「近年の気象変動と

農業気象」，気候変動に対応した水稲作付指標改定の考え方 (2014) 

１３）平成 27 年果実酒研究会（札幌国税局）,「ワイン産地北海道の気候の変動とその影響」札幌第

２合同庁舎 (2015) 

１４）The Prevention and Utilization of the Low Temperature on Agricultural Crops「Method of controlling 

soil freezing and Developing the Applications of Cold Damages of Potatoes」  Tainan District 

Agricultural Research and Extension Station in Tainan, Taiwan (2016). 

１５）招待講演 MEMUO ワインバレー研究会 十勝地域における醸造用ぶどうの今後の可能性将来

展望について （芽室町めむろ駅前プラザ）(2017) 

１６）グリーンテクノバンク てん菜研究会 第１５回技術研究発表会・総会 特別講演  

特別講演 「テンサイ栽培は近年の気候変動にどのように適応すべきか？」(2017) 

１７）日本ワイン in 北海道 札幌国税局主催 パネリスト (2017)  

１８）∼変化する気候に北海道が適応していくには∼環境省北海道地方環境事務所、北海道、

（公財）北海道環境財団（北海道地球温暖化防止活動推進センター）. 

 北海道で今、起きている. 気候変動と農業における適応策 (2017) 

１ ９ ） 農 業 気 象 学 の 魅 力 ― ワ ク ワ ク す る 基 礎 研 究 か ら 世 の 中 の 役 に 立 つ 普

及 ま で － ） 農 業 気 象 サ マ ー ス ク ー ル 2 0 1 8  ( 「 超 」 ス マ ー ト 農 業 へ の

農 業 気 象 学 の 挑 戦 )  ( 2 0 1 8 )  

２ ０ ） 北 海 道 の 作 物 栽 培 は 近 年 の 気 候 変 動 に ど の よ う に 適 応 す べ き か ？  

   農 林 水 産 技 術 同 友 会 北 海 道 支 部 例 会 並 び に 北 農 会 講 演 会 ( 2 0 1 8 )  

２ １ ） 気 候 変 動 適 応 策 と 緩 和 策 の 両 立 の 実 践 ー 土 壌 凍 結 深 制 御 手 法 の 開 発

と 普 及 ー 第 3 4 回 日 本 農 業 工 学 会 シ ン ポ ジ ウ ム  農 業 に お け る 気 候 変

化 へ の 適 応 と 気 象 災 害 リ ス ク の 軽 減 ( 2 0 1 8 )  

 

在 外 研 究 歴  

カ ナ ダ  サ ス カ チ ュ ワ ン 大 学 工 学 部 農 業 生 物 資 源 工 学 科  客 員 教 授  

1 9 9 9 . 9～ 2 0 0 0 . 9， 2 0 0 0 . 1 1～ 2 0 0 1 . 3  



科 学 技 術 庁 長 期 在 外 研 究 員  1 9 9 9 . 9～ 2 0 0 0 . 9  

 

大 学  

 北 海 道 大 学 農 学 研 究 院 連 携 大 学 院（ 共 生 基 盤 学 専 攻  北 海 道 農 業 生 産 基 盤

学 ）  

客 員 准 教 授   2 0 0 8． 4 . 1～ 2 0 1 4． 3 . 3 1  

客 員 教 授     2 0 1 4． 4 . 1～  

 

非 常 勤 講 師  

学 校 法 人  八 紘 学 園  北 海 道 農 業 専 門 学 校  2 0 1 1 . 8～  

九 州 大 学 大 学 院 生 物 資 源 環 境 科 学 府  2 0 1 8 . 4 . 1～ 2 0 1 8 . 9 . 3 0  

 

 

委 員  

学 校 法 人 八 紘 学 園 北 海 道 農 業 専 門 学 校  評 議 員  2 0 1 3 . 7～  

平 成 ２ ６ 年 度  北 海 道 「 北 海 道 水 稲 優 良 品 種 地 帯 別 作 付 指 標 」 改 正 の 考

え 方 に つ い て 」 検 討 メ ン バ ー  

平 成 ２ ９ ～ ３ ０ 年 度  北 海 道 「 北 海 道 水 稲 優 良 品 種 地 帯 別 作 付 指 標 」 改

正 の 考 え 方 に つ い て 」 検 討 メ ン バ ー  

学 校 法 人 八 紘 学 園 北 海 道 農 業 専 門 学 校  教 育 課 程 編 成 委 員  2 0 1 5 . 1 1～  

 2 0 1 5年 度 限 り  

 日 本 学 術 振 興 会 特 別 研 究 員 等 審 査 会 専 門 委 員 及 び 国 際 事 業 委 員 会 書 面

審 査 委 員 ・ 書 面 評 価 委 員   2 0 1 6 . 8 . 1～ 2 0 1 8 . 7 . 3 1  

日 本 学 術 振 興 会 卓 越 研 究 員 候 補 者 選 考 委 員 会 書 面 審 査 委 員  

2 0 1 6 . 5 . 1～ 7 . 3 1     

 日 本 学 術 会 議 連 携 会 員  

 2 0 1 7 . 1 0 . 2～ 2 0 2 3 . 9 . 3 0  

  

平 成 3 0年 度 農 研 機 構 海 外 レ ビ ュ ー （ 気 候 変 動 対 応 研 究 分 野 ）  

「 モ ン ス ー ン ア ジ ア 農 業 の 気 候 変 動 対 応 を 先 導 す る 研 究 拠 点 を め ざ し て 」

第 3部  気 候 変 動 へ の 適 応  課 題 1  国 内 各 地 域 で の 温 暖 化 適 応 担 当 , 2 0 1 8  

 

学 会 活 動  

日 本 農 業 気 象 学 会  北 海 道 支 部 幹 事  1 9 9 2～ 1 9 9 8  

日 本 農 業 気 象 学 会  北 海 道 支 部 会 計 幹 事  1 9 9 3～ 1 9 9 4， 1 9 9 6～ 1 9 9 8  

日 本 農 業 気 象 学 会  若 手 の 会 幹 事  1 9 9 6～ 1 9 9 7  

日 本 農 業 気 象 学 会  農 業 気 象 編 集 委 員  1 9 9 7～ 1 9 9 9， 2 0 0 1～ 2 0 0 3， 2 0 0 8



～ 2 0 0 9  

1 9 9 8年 三 学 会 合 同 大 会 （ 農 業 気 象 学 会 ， 生 物 環 境 調 節 学 会 ， 農 業 施 設 学

会 ） 大 会 実 行 委 員  1 9 9 7～ 1 9 9 8  

日 本 農 業 気 象 学 会  北 海 道 支 部 ５ ０ 周 年 記 念 実 行 委 員  2 0 0 2  

水 文 ・ 水 資 源 学 会  編 集 委 員  2 0 0 2～ 2 0 1 8  

日 本 農 業 気 象 学 会  特 別 企 画 委 員 会  2 0 0 3～ 2 0 0 4  

日 本 農 業 気 象 学 会  学 会 の 在 り 方 委 員 会  2 0 0 5～ 2 0 0 8  

水 文 ・ 水 資 源 学 会  編 集 責 任 者  2 0 0 6  1 9巻 1号  担 当  

日 本 農 業 気 象 学 会  北 海 道 支 部 幹 事 長  2 0 0 7～ 2 0 1 2  

日 本 農 業 気 象 学 会  評 議 員  2 0 0 7～ 2 0 1 0  

水 文 ・ 水 資 源 学 会  表 彰 委 員 会 委 員  2 0 0 8～ 2 0 1 0  

日 本 農 業 気 象 学 会  理 事  2 0 1 1～  

日 本 農 業 気 象 学 会  温 暖 化 フ ォ ー ラ ム 代 表  2 0 1 2～ 2 0 1 6  

日 本 農 業 気 象 学 会  学 会 賞 審 査 委 員  2 0 1 3～ 2 0 1 6  

日 本 農 業 気 象 学 会  2 0 1 4全 国 大 会  大 会 事 務 局 長  2 0 1 3～ 2 0 1 4  

日 本 農 業 気 象 学 会  理 事 （ 表 彰 担 当 ）  2 0 1 3～ 2 0 1 6  

日 本 農 業 気 象 学 会  総 務 理 事  2 0 1 6～  

水 文 ・ 水 資 源 学 会  表 彰 委 員 会 委 員  2 0 1 6～ 2 0 1 8  


